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平成２３年度

当初予算

★　表紙

○　平成２３年度当初予算の知事査定を終了しましたので、

　その概要を発表いたします。
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予 算 規 模

９，０００億
　　 ３千４百万円

９，０００億
　　 ３千４百万円
２年連続９，０００億円台を確保２年連続 ９，０００億円台を確保

平成２ ３年度当初予算

★　予算規模

○　一般会計当初予算の総額は、

　９,０００億３，４００万円であり、
　前年度と比較し２２億円、

　率にして０．２％の減となったところでありますが、

　２年連続９，０００億円台を確保したところであります。
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Ⅰ県 税 　　　 １，７５５億 ５千 万円

　　（実質的な）

Ⅱ地方交付税 ２，８０９億７千６百万円

Ⅲ国庫支出金 ９３７億３千３百万円

　　（臨財債除く）

Ⅳ県 債 　　　 １，０７７億１千７百万円

Ⅴその他 ２，４２０億５千８百万円

Ⅰ県 税 　　　 １，７５５億 ５千 万円

　　（実質的な）

Ⅱ地方交付税 ２，８０９億７千６百万円

Ⅲ国庫支出金 ９３７億３千３百万円

　　（臨財債除く）

Ⅳ県 債 　　　 １，０７７億１千７百万円

Ⅴその他 ２，４２０億５千８百万円

【歳入】 ９，０００億３千４百万円 【歳出】 ９，０００億３千４百万円

●　県債や積立基金の活用拡大
●　総人件費の抑制　
●　内部管理経費の節減、事務事業の効率的な執行
●　知事部局職員定数の削減（２３年度～２７年度　△３５０人）　

●　県債や積立基金の活用拡大
●　総人件費の抑制　
●　内部管理経費の節減、事務事業の効率的な執行
●　知事部局職員定数の削減（２３年度～２７年度　△３５０人）　

Ⅰ義務的経費　 ４，０２２億１千７百万円

Ⅱ投資的経費 １，０９４億　１千　万円

Ⅲ一般行政経費３，８８４億　　７百万円

　※　扶助費（再掲）　 ８７２億７千４百万円

Ⅰ義務的経費　 ４，０２２億１千７百万円

Ⅱ投資的経費 １，０９４億　１千　万円

Ⅲ一般行政経費３，８８４億　　７百万円

　※　扶助費（再掲）　 ８７２億７千４百万円

行財政改革の推進行財政改革の推進

医療給付費　や
　　 　　介護給付費　など

平 成 ２ ３年度当初予算

○　まず、歳入についてでありますが、
　地方財政対策により地方交付税の総額が確保されましたが、
　臨時財政対策債が大幅な減になったことにより、
　これを含めた実質的な地方交付税全体では、
　１０７億円の減額となっております。
　　また、県税収入につきましては、
　当面、円高等の影響による厳しい経済状況が続くものとみられ、
　平成２２年度当初予算計上額とほぼ同額となることから、
　一般財源総額の確保は厳しい状況にありました。
　　このため、県債や積立基金の活用拡大などにより、
　必要な財源の確保に努めたところであります。
○　一方、歳出についてでありますが、
　医療給付費や介護給付費等の
　社会保障関係経費が増額となることから、
　総人件費の抑制や内部管理経費の節減を図るとともに、
　事務事業の効率的な執行に努めるなど、
　引き続き、行財政改革を進めてまいります。
　　さらに、限られた財源や人的資源を最大限に活用し、
　より一層簡素で効率的な行財政運営を進めるため、
　知事部局の職員定数を平成２３年度からの５年間で
　３５０人削減する条例案を２月定例会に提案することとしております。
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新　総　合　計　画

「いきいき　ふくしま創造プラン」　（平成２２年度～）

ふ　く　し　ま　の　礎　【 人 と地域 】ふ　く　し　ま　の　礎　【 人 と地域 】

ふ　く　し　ま　を　支　え　る　３　本　の　柱

【活
　
　
力
】

【活
　
　
力
】

【安
全
と
　

　
　
　
安
心
】

【安
全
と
　

　
　
　
安
心
】

【思
い
や
り
】

【思
い
や
り
】

平成 ２ ３ 年度当初予算

計画を軌道に乗せ、
加速化

平成 ２ ３年度当初予算

★　総合計画

○　今年度は、
　新しい総合計画「いきいき　ふくしま創造プラン」を
　スタートさせたところであります。
　　平成２３年度予算は、２年目となる総合計画を軌道に乗せ、
　加速させる大事な予算となります。
　　予算編成に当たりましては、この計画を着実に実行し、
　本県の未来を確かなものとするため必要な事業に
　予算を重点的に配分したところであります。
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緊急経済・雇用対策

－ 「県内経済の活性化 」 と 「 雇用の確保 」－

経　済　・　雇　用　推　進　の　た　め　の　施　策
公共事業の切れ目の無い執行、農林水産業の振興、中小企業の経営基盤の強化など

経　済　・　雇　用　推　進　の　た　め　の　施　策
公共事業の切れ目の無い執行、農林水産業の振興、中小企業の経営基盤の強化など

安定雇用の
創出・確保

安定雇用の
創出・確保

　　中　　　長　　　期　　　的　　　　　　な　　　対　　　策　　　　　　　　　　中　　　長　　　期　　　的　　　　　　な　　　対　　　策　　　　　　　　　　

新たな
地域産業の
創出

新たな
地域産業の
創出

企業の
経営支援

企業の
経営支援

経　済　対　策経　済　対　策

短　　　　期　　　　的 　　　　　な　　　対　　　策短　　　　期　　　　的 　　　　　な　　　対　　　策

セーフティ
ネットの強化

セーフティ
ネットの強化

緊急雇用の
創出

緊急雇用の
創出

雇　用　対　策雇　用　対　策

平成 ２ ３年度当初予算

★　緊急経済・雇用対策

○　また、県内経済の活性化と雇用の確保が喫緊の課題であり、
　新たな地域産業の創出と安定した雇用の確保、
　セーフティネットの強化などの経済・雇用対策について、
　積極的に対応を図ったところであります。

○　それでは、重点的に推進する事業について、
　総合計画の県づくりの礎「人と地域」、
　ふくしまを支える３本の柱
　「活力」「安全と安心」「思いやり」に沿って説明いたします。



6

○子育て支援の推進 ○学力向上

ふ く し ま の 礎ふ く し ま の 礎 【 人と地域 】【 人と地域 】

子どもたちが
心豊かにたくましく育つ

社会へ

子どもたちが子どもたちが
心豊かにたくましく育つ心豊かにたくましく育つ

社会へ社会へ

ふくしまの未来の主人公
である子どもたち

ふくしまの未来の主人公ふくしまの未来の主人公
である子どもたちである子どもたち

子どもたちの
夢が実現できるよう、

生きる力をはぐくむ教育へ

子どもたちの子どもたちの
夢が実現できるよう、夢が実現できるよう、

生きる力をはぐくむ教育へ生きる力をはぐくむ教育へ

全県的な規模での

学習状況・課題の把握

全県的な規模での全県的な規模での

学習状況・課題の把握学習状況・課題の把握

子育て支援

指導体制
の強化

指導体制指導体制
の強化の強化

授業の改善授業の改善授業の改善

学習習慣の確立学習習慣の確立学習習慣の確立

「確かな学力」の向上「確かな学力」の向上

●　「地域の寺子屋」の充実
●　子育て支援団体の
　 　　 ネットワーク活動支援
●　市町村等企画提案事業の支援
●　発達障がい児に対する
　　　　　　　　　　取組みの拡大

●　「イクメン」の推進
●　子育て支援担当理事の新設

●●　　「地域の寺子屋」「地域の寺子屋」の充実の充実

●　●　子育て支援団体の子育て支援団体の

　　 　　　　 ネットワーク活動支援ネットワーク活動支援

●　●　市町村市町村等等企画提案事業の支援企画提案事業の支援
●　●　発達障がい児に対する発達障がい児に対する
　　　　　　　　　　取組みの拡大　　　　　　　　　　取組みの拡大

●　●　「イクメン」「イクメン」の推進の推進

●　●　子育て支援担当理事の新設子育て支援担当理事の新設

平成 ２ ３年度当初予算

★人と地域
【子育て支援】
○　まず、県づくりの礎である「人と地域」についてであります。
○　ふくしまの未来の主人公であり、最高の宝でもある子どもたちが、
　心豊かにたくましく育つ社会を目指し、
　子育て支援の推進に全力を尽くしてまいりたいと考えております。
○　「地域の寺子屋」を更に充実させるとともに、
　「育ちの架け橋」推進交流会などを通して、幼稚園と保育園などの枠組みを超えて
　地域全体がネットワークを組んで子育てに取り組んでいく仕組みづくりや、
　県内子育て支援団体のネットワーク活動を支援してまいります。
○　さらに、民間団体や市町村からの企画提案に基づく
　地域の子育て力の向上につながる事業を支援するとともに、
　発達障がい児に対する取り組みを拡大します。
○　また、子育ての大切さや楽しさを父親にも知ってもらうための
　「イクメン推進事業」などに取り組んでいくこととしております。
○　なお、子育て支援関連事業を総合的かつ一体的に展開するため、
　「子育て支援担当理事」を新設します。
　
【学力向上】
○　次に、子どもたちの夢が実現できるよう、生きる力をはぐくむ教育を
　推進してまいります。
○　特に、子どもたちが、自ら学び、自ら考える力を身につけ、「確かな学力」の向上が
　図られるよう、指導体制を強化するなど様々な取り組みを進めてまいります。
○　また、全県的な規模で児童生徒の学習状況や課題を把握し、
　それに基づき授業の改善や子どもたちの学習習慣の確立などに取組み、
　学力の向上につなげてまいりたいと考えております。




